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清
朝
考
証
学
の
泰
斗
戴
震
の
生
年
は
時
憲
暦
で
は
雍
正
元
年
＝
一
七
二
三
年
だ
が
、
十
二
月
二
十
四
日
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
で
は
一
月
十
九
日
）
の
生
ま
れ
で
あ
る

た
め
現
在
は
一
七
二
四
年
生
ま
れ
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
本
学
会
で
は
戴
震
（
一
七
二
四
～
一
七
七
七
）
の
生
誕
三
〇
〇
周
年
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
企
画
開
催
し
た
。

　

報
告
を
お
願
い
し
た
の
は
三
名
。
石
井
剛
氏
は
中
国
近
現
代
思
想
史
の
研
究
者
で
『
戴
震
と
中
国
近
代
哲
学
―
漢
学
か
ら
哲
学
へ
』（
知
泉
書
院
）な
ど
で
知
ら
れ
る
。

種
村
和
史
氏
は
『
詩
経
解
釈
学
の
継
承
と
変
容
―
北
宋
詩
経
学
を
中
心
に
据
え
て
』
（
研
文
出
版
）
と
い
う
千
頁
の
大
冊
を
公
刊
し
た
の
ち
、
近
年
は
戴
震
に
つ
い

て
の
論
文
も
発
表
し
て
い
る
。
金
光
来
氏
は
朝
鮮
儒
学
を
専
門
と
し
、
耐
震
と
同
時
期
に
活
躍
し
て
い
た
李
瀷
（
星
湖
、
一
六
八
一
～
一
七
六
三
）
を
扱
っ
た
博
士

論
文
「
星
湖
心
学
形
成
の
研
究
―
堅
守
と
自
得
の
折
衷
そ
し
て
西
学
」
で
イ
エ
ズ
ス
会
系
の
漢
訳
霊
魂
論
書
の
影
響
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
三
名
に
そ
れ
ぞ
れ
の

観
点
か
ら
報
告
し
て
も
ら
っ
た
の
ち
、
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）
と
そ
の
後
学
、
す
な
わ
ち
十
八
世
紀
の
日
本
儒
学
を
研
究
し
て
い
る
高
山
大
毅
氏
に

東
ア
ジ
ア
と
い
う
観
点
を
含
め
て
コ
メ
ン
ト
し
て
も
ら
っ
た
。 

シンポジウム　「十八世紀の東アジアにおける戴震」

　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　

「
十
八
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
戴
震
」
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